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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成31年2月14日(2019.2.14)

【公開番号】特開2018-190443(P2018-190443A)
【公開日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-046
【出願番号】特願2018-135411(P2018-135411)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/01     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/01     ５６０　
   Ｇ０６Ｆ    3/041    ４８０　

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月21日(2018.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーンディスプレイと、
　画像を取り込み、当該画像を表す画像信号を送信するように構成されたカメラと、
　前記カメラ及び前記タッチスクリーンディスプレイと通信可能に結合された処理装置と
、
　前記処理装置によって実行可能なプログラムコードを含む記憶装置であって、当該プロ
グラムコードによって前記処理装置は、
　前記画像信号を受信する処理と、
　前記タッチスクリーンディスプレイに拡張現実環境を表示する処理であって、当該拡張
現実環境は、取り込まれた画像内の物体のグラフィック表現を含み、当該物体のグラフィ
ック表現は、当該物体のグラフィック表現を少なくとも部分的に覆う仮想的に生成された
テクスチャを有する、処理と、
　前記タッチスクリーンディスプレイを介する前記物体のグラフィック表現とのインタラ
クションを検出する処理と、
　前記物体のグラフィック表現とのインタラクションを検出することに応答して、前記物
体及び前記仮想的に生成されたテクスチャに少なくとも部分的に基づいて触覚効果を決定
する処理と、
　前記触覚効果と関連付けられた触覚信号を送信する処理と、
を実行する、記憶装置と、
　前記触覚信号を受信して前記触覚効果を出力するように構成された触覚出力装置と、
　を備える、システム。
【請求項２】
　前記インタラクションは前記タッチスクリーンディスプレイ上で前記物体のグラフィッ
ク表現を横切る一又は複数の方向の動きを含み、前記記憶装置は前記処理装置によって実
行可能なプログラムコードをさらに含み、当該プログラムコードによって前記処理装置は
、
　前記物体のグラフィック表現を横切る動きの方向に基づいて前記触覚効果の強度を調整
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し、それによって３次元における前記物体の感触をシミュレートする処理
を実行することを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記記憶装置は前記処理装置によって実行可能なプログラムコードをさらに含み、当該
プログラムコードによって前記処理装置は、前記触覚効果の強度を調整する処理を実行し
、当該触覚効果の強度を調整する処理は、
　前記物体のグラフィック表現に対応する複数の触覚効果マップを決定し、
　前記物体のグラフィック表現を横切る動きの方向に基づいて前記複数の触覚効果マップ
の中から触覚効果マップを選択することによって実行されることを特徴とする請求項２に
記載のシステム。
【請求項４】
　前記記憶装置は前記処理装置によって実行可能なプログラムコードをさらに含み、当該
プログラムコードによって前記処理装置は、
　前記触覚効果の強度を調整することによって、前記方向が第１の方向のときに第１の重
力効果をシミュレートし、前記方向が前記第１の方向と反対の第２の方向のときに第２の
重力効果をシミュレートする処理を実行することを特徴とする請求項２に記載のシステム
。
【請求項５】
　前記記憶装置は前記処理装置によって実行可能なプログラムコードをさらに含み、当該
プログラムコードによって前記処理装置は、
　前記物体の表面に関連付けられた複数のグラジエントを識別する処理と、
　前記複数のグラジエントの中から、前記物体のグラフィック表現を横切る動きの方向に
関連付けられたグラジエントを決定する処理と、
　前記決定されたグラジエントに基づいて前記触覚効果の強度を調整する処理と、
　を実行することを特徴とする請求項２に記載のシステム。
【請求項６】
　前記触覚効果は静電摩擦又は超音波振動を含むことを特徴とする請求項１に記載のシス
テム。
【請求項７】
　前記触覚効果は前記物体のテクスチャリングされた表面又は外形をシミュレートするよ
うに構成されたことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　処理装置により、カメラから取り込まれた画像を受信する工程と、
　前記処理装置により、タッチスクリーンディスプレイに拡張現実環境を表示する工程で
あって、当該拡張現実環境は、前記取り込まれた画像内の物体のグラフィック表現を含み
、当該物体のグラフィック表現は、当該物体のグラフィック表現を少なくとも部分的に覆
う仮想的に生成されたテクスチャを有する、工程と、
　前記処理装置により、前記タッチスクリーンディスプレイを介する前記物体のグラフィ
ック表現とのインタラクションを検出する処理と、
　前記物体のグラフィック表現とのインタラクションを検出することに応答して、前記処
理装置により、前記物体のグラフィック表現及び前記仮想的に生成されたテクスチャに少
なくとも部分的に基づいて触覚効果を決定する工程と、
　前記処理装置により、触覚出力装置を用いて前記触覚効果を出力する工程と、
　を備える方法。
【請求項９】
　前記インタラクションは前記タッチスクリーンディスプレイ上で前記物体のグラフィッ
ク表現を横切る一又は複数の方向の動きを含み、前記方法は、
　前記物体のグラフィック表現を横切る動きの方向に基づいて前記触覚効果の強度を調整
し、それによって３次元における前記物体の感触をシミュレートする工程をさらに含む請
求項８に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記物体のグラフィック表現に対応する複数の触覚効果マップを決定し、
　前記物体のグラフィック表現を横切る動きの方向に基づいて前記複数の触覚効果マップ
の中から触覚効果マップを選択することによって前記触覚効果の強度を調整する工程をさ
らに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記触覚効果の強度を調整することによって、前記方向が第１の方向のときに第１の重
力効果をシミュレートし、前記方向が前記第１の方向と反対の第２の方向のときに第２の
重力効果をシミュレートする工程をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記物体の表面に関連付けられた複数のグラジエントを識別する工程と、
　前記複数のグラジエントの中から、前記物体のグラフィック表現を横切る動きの方向に
関連付けられたグラジエントを決定する工程と、
　前記決定されたグラジエントに基づいて前記触覚効果の強度を調整する工程と、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記触覚効果は前記物体のテクスチャリングされた表面又は外形をシミュレートするよ
うに構成されたことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　処理装置によって実行可能なプログラムコードを含む非一時的なコンピュータ可読媒体
であって、当該プログラムコードによって前記処理装置は、
　カメラから取り込まれた画像を受信する処理と、
　タッチスクリーンディスプレイに拡張現実環境を表示する処理であって、当該拡張現実
環境は、前記取り込まれた画像内の物体のグラフィック表現を含み、当該物体のグラフィ
ック表現は、当該物体のグラフィック表現を少なくとも部分的に覆う仮想的に生成された
テクスチャを有する、処理と、
　前記タッチスクリーンディスプレイを介する前記物体のグラフィック表現とのインタラ
クションを検出する処理と、
　前記物体のグラフィック表現とのインタラクションを検出することに応答して、前記物
体及び前記仮想的に生成されたテクスチャに少なくとも部分的に基づいて触覚効果を決定
する処理と、
　前記触覚効果に関連付けられた触覚信号を送信する処理であって、当該触覚信号は触覚
出力装置に前記触覚効果を出力させるように構成された、処理と、
　を実行することを特徴とする非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１５】
　前記インタラクションは前記物体のグラフィック表現を横切る一又は複数の方向の動き
を含み、前記非一時的なコンピュータ可読媒体は前記処理装置によって実行可能なプログ
ラムコードをさらに含み、当該プログラムコードによって前記処理装置は、
　前記物体のグラフィック表現を横切る動きの方向に基づいて前記触覚効果の強度を調整
し、それによって３次元における前記物体の感触をシミュレートする処理を実行すること
を特徴とする請求項１４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　前記処理装置によって実行可能なプログラムコードをさらに含み、当該プログラムコー
ドによって前記処理装置は、前記触覚効果の強度を調整する処理を実行し、当該触覚効果
の強度を調整する処理は、
　前記物体のグラフィック表現に対応する複数の触覚効果マップを決定し、
　前記物体のグラフィック表現を横切る動きの方向に基づいて前記複数の触覚効果マップ
の中から触覚効果マップを選択することによって実行されることを特徴とする請求項１５
に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
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　前記処理装置によって実行可能なプログラムコードをさらに含み、当該プログラムコー
ドによって前記処理装置は、
　前記触覚効果の強度を調整することによって、前記方向が第１の方向のときに第１の重
力効果をシミュレートし、前記方向が前記第１の方向と反対の第２の方向のときに第２の
重力効果をシミュレートする処理を実行することを特徴とする請求項１５に記載の非一時
的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　前記処理装置によって実行可能なプログラムコードをさらに含み、当該プログラムコー
ドによって前記処理装置は、
　前記物体の表面に関連付けられた複数のグラジエントを識別する処理と、
　前記複数のグラジエントの中から、前記物体のグラフィック表現を横切る動きの方向に
関連付けられたグラジエントを決定する処理と、
　前記決定されたグラジエントに基づいて前記触覚効果の強度を調整する処理と、
　を実行することを特徴とする請求項１５に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　前記仮想的に生成されたテクスチャは前記物体のグラフィック表現の後に生成されるこ
とを特徴とする請求項１４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項２０】
　前記触覚効果は前記物体のテクスチャリングされた表面又は外形をシミュレートするよ
うに構成されたことを特徴とする請求項１４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
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